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ナー ガ ー ル ジ ュナ と仏 塔 崇 拝

岡 田 行 弘

1.は じめ に

近年の大乗仏教成立に関する研究の中で画期的 と評価すべき業績は,袴 谷憲昭

氏の 「悪業払拭の儀式関連経典雑考」 という一連の論考である.1)氏 は 「悪業払

拭」(悪業を俄悔して滅する方法)を 考察の中心に据えなが ら,仏 教の 「思想」が

次第にインドの 「習慣」によって侵食され,論 理的な両者の対立 も徐々に解消さ

れて,最 終的には仏教がヒンドゥー教に食い尽 くされたことを論証することを意

図している.2)特に大乗仏教の台頭について,仏 塔崇拝が伝統的仏教教団と密接 に

結びついて展開したことを明確にし,「大方の大乗仏教 とい うものは,仏 塔崇拝を

中核 に置き,管 理人などの出家者の仲介のもとに,厳 格な出家苦行者を精神的権

威 として,寄 進者である在家者の霊魂の解放を謳 う,通 インド的 「悪業払拭の儀

式」にほかならず,(以 下略)」 と述べ,大 衆運動的な性格を強調する.3)ま た氏は

ナーガールジュナについて 「僧院にあって仏教の正 しい思想 とはなにかを追求し

ていた出家者(特 に説一切有部)は,俗 説を真剣に取 り上げることな く,ア ー トマ

ンは蘊であるという主張命題 は守ったが,蘊 によって代表される法は有的に捉え

られるようになった.そ れを批判 したのがナーガールジュナであり,彼 のような

批判的な出家者の中には,当 時のインド的習慣をそのまま反映 したかのごとき役

割分担の 「正しさ」を批判する人もいたにちがいない」4)と指摘する.袴 谷氏の所

論はきわめて説得力に富む.し か し,も しナーガールジュナが縁起に代表される

仏教の思想の正当性を論理的に追求すれば,そ の結果 として仏塔崇拝の否定に帰

着するはずである.そ れは文献の上で確認できるであろうか.

また仏塔崇拝に関 して杉本卓洲氏は,そ れぞれの部派 に伝承されている律蔵や

初期大乗経典の記述 と考古学的知見を比較検討 した論考を公刊 している.5)そこで

明確 にされたことは伝統的仏教教団 と仏塔 との深い結びつきである.在 俗信者な

らびに殆 どの出家僧尼にとって,生 天 ・梵福 ・涅槃の厳密な区別 は無 く,ま たブ
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ラフマー と仏陀の同一視 も見受けられるのである.6)このような状況を考慮 しなが

ら,ナ ーガールジュナの仏塔に対する見方を検証 してみる.

2.ナ ーガ ール ジ ュナ の伝 記 と仏塔

羅什訳 『竜樹菩薩伝』には,出 家の経緯について彼が 「もし自分がこの危機を

脱 したなら沙門に詣でて出家の法を受けよう」 と誓った後の様相が,次 のように

記されている.

既出入山,詣 一仏塔,出 家受戒,九 十日中,諦 三蔵尽.7>

このように彼は部派名こそ明記されていないものの,仏 塔の有 る教団で出家 して

いる.こ の受戒について 「正規の具足戒 とは認めがたい」という指摘 もある.8)し

か し,ナ ーガールジュナは 『十住毘婆沙論』の助念仏三昧品25で 出家菩薩の日常

規則を60条 列挙する時,第 一から第十一で戒にっいての注意を示 してから第十二

で波羅提木叉戒に随 うとしている.9)『ラトナーヴァリー』(V.1)で も王に対 して,

王 としての行為が法にそ ぐわないようなことがあれぼ,出 家 して正式の具足戒を

受けるべきことを説いている.す なわち彼は伝統 的な仏教教団で出家者 となった

のであるが,こ こに仏塔があったということにまず注目しておこう.さ らに伝記

は大乗経典に出会 ういきさつについて,

更求異経,都 無得処,遂 入雪山.山 中有塔,塔 中有一老比丘.以 摩詞術経典与之.lo)

とあり,こ こにも塔 という言葉が登場する.仏 塔 は仏滅後の仏教徒にとって,生

きているブッダとしての役割を果たしていた と見なすことができる.ll)ナ ーガー

ルジュナの伝記の中で大乗経典 とブッダの直接的結合関係を示すためには,こ こ

に塔 とい う言葉が必要不可欠のものとして要請されるのである.

3.ナ ー ガー ル ジ ュナ著 作 中の仏 塔崇 拝

彼の真作 と認められている著作の中で仏塔に関する記述が見 られるのは 『ラ ト

ナーヴァリー』12)・『菩提資糧論(本 頌)』・『十住毘婆沙論』である.こ れらの記述

を比較 して見 ると相互に共通 している部分も多い.13)彼 が仏塔に言及するときに

は一定の型があると言える.そ れ らを順に検討 してい く.

a.三 十二大人相を獲得する手段

『ラトナーヴァリー』では三十二相の第一,手 足輪相を獲得する手段 として塔の

供養が説かれる.14)

仏 塔(mchodrten)を 供 養 し,聖 人 や 長老 達 に よ く仕 え る こ と に よ って
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王 よ,手 足 に輪 の印のある転輪王 とな るで しょう(II。76) .

これ は 『菩 提 資 糧 論 』 の

於諸法事中 随順而佐助15)

とい う本 頌 に対 して 自在 比 丘 が 「支 提 等 を修 理 す るな ど法 事 を尊 敬 の念 を持 っ て

す るの で,手 足 輪 相 を得 る」 と釈 して い る の と同趣 旨で あ る.な お 『十 住 毘婆 沙

論 』共 行 品第18で は園 林 等 の布 施 や 塔 を起 こす こ とに よっ て 身如 尼 倶 楼 樹 相 と肉

髻相 を得 る とす る.16)

b.神 通 と仏 塔 供 養

『ラ トナ ー ヴ ァ リー』HI.92-97で は六 神 通 を獲 得 す る方 法 が 説 か れ る.こ の う

ち 天 眼 通 と天 耳 通 は仏 塔 の供 養 の果 報 で あ る.ま ず

仏塔 に灯火の輪 と,暗 闇 と灯明 と,

灯火の穀物油 を布施す るこ とによって天 眼が得 られ るで しょう(92).

と説 く.『 十 住 毘 婆 沙 論 』 共 行 品 第3偶 で も

燈施得天眼17)

とし,『 菩 提 資 糧 論 』 も燈 輪 で 支 堤舎 を供 養 す べ き こ とを説 く.

作種種燈輪 供養支堤舎18)

釈 は こ の果 報 と して仏 眼 が得 られ る とす る.次 に 天 耳 通 につ い て

仏塔 の供養 として音楽 ・鈴 を布施 し,

法螺貝 と太鼓 を布施す る ことによって天 耳が得 られ るで しょう(93).

と説 く.『 著 提 資 糧 論 』 は,様 々 な 支 堤 供 養 の方 法 を次 の よ うに挙 げ る.

掃塗與荘厳 及多種鼓楽 香髭等供具 供養於 支堤19)

この 本 頌 を 自在 比 丘 は 「鼓 楽 供 養 に よ っ て天 耳 を得 る」 と釈 して い る.

c.仏 塔 供 養 の 方 法

ナー ガ ール ジ ュ ナ は 『ラ トナ ー ヴ ァ リー』 第3章 で仏 教 の社 会 政 策 を 説 示 す る

が,第31偶 以下 で 三 宝 に帰依 す る具 体 的 実 践 を述 べ る.ま ず 仏 像 ・仏 塔 ・僧 院 の

造 営 を王 に勧 め,さ らに こ う 説 明 す る.

黄金 と宝石 の網で諸 の塔 を覆 いな さい(33cd).

金 と銀 の花,ダ イヤモ ン ド,珊 瑚,真 珠

サ ファイア,瑠 璃,大 青石 で塔 を供養 しな さい(34).

次 の 『菩 提 資 糧 論 』 は上 で示 した33cdと 同 一 で あ る.

及作金宝網 羅覆於支堤20)

な お律 ―蔵 の仏 塔 に 関 す る記 述 の 中 で室 石 類 の 供 養 物 が 個 々 に列 挙 され るの は説-一

切 有 部 に属 す る 『十 諦 律 』 で あ る.す な わ ち,
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荘厳塔法者,(中 略)金 銀真珠車栗馬璃瑠璃頗梨等種種宝物,如 是等妙荘厳具,是 応供養

塔.2D

とあり,『ラ トナーヴァリー』とは宝石名に関して若干の相違はあるものの,富 裕

層からの供養の実態を読み取 ることができる.

d.『十住毘婆沙論』における仏塔の意味

『十住毘婆沙論』は 『十地経』を注釈するという側面 もあるもの の,『 郁伽長者

経』『般舟三昧経』などの大乗経典の要点をまとめ,在 家菩薩 と出家菩薩の行法を

説きながら,後 者の優位性を強調する論書である.22)まず釈願品第5は 初地に入っ

た菩薩の十大願を説 く.そ の第一願は諸仏への供養 ・奉給 ・恭敬である.「供養」

のひとつに起塔廟を挙げる.23)次 に菩薩の様々な行業を四法に分 けて示す四法品

第19の 最後の部分では,『十地経』の初地の所説を要約 して,十 法にまとめ,こ

れを行えぼ,初 地を浄治できると説いている.24)そ の十法は信,慈 捨,無 疲倦,

能知義趣 引導衆生心,椀,堪,供 養諸仏である.25)そして供養諸仏について,衆

生が仏を供養すれぼ利益する所が多いので菩薩は 「衆生をして仏を供養せ しめん

と欲する故に即ち自ら一心に仏及び形像舎利を供養す.衆 生は信受すれぼ即ち効

に随って仏を供養 し,人 天の因縁を種え,三 乗の菩薩に住せん」 と念 じて行 うと

説明する.26)舎利供養が初地における菩薩の行法の一・つ として位置付けられてい

ることは注目に値する.

また在家の菩薩が塔寺を訪問する際に仏塔を札拝する模様が入寺品第17に 見 ら

れる.27)こ れは 『郁伽長者所問経』に拠ってお り,28)仏塔に敬礼 して次の三心を

起 こすべきであるとする,

1)自 分もいつか人天の中で供養を受けるであろう.

2)舎 利を世間に流布し,衆生を利益しよう.

3)今,大 精進を行じ,や がて無上菩提を得て,無 余涅槃に入ろう.

このように仏塔の礼拝は,在 家菩薩の究極の目標たる成仏への意欲 を増進するこ

とと結びっいている.た だ し,出 家 し正式の修行に入っている比丘 に対 して,仏

塔を供養するだけで成仏できるというような説きかたがなされていないことは確

認 しておく.

4.結 語

以上ナーガールジュナの仏塔に対する態度は次のように整理できる.

・仏塔供養によって三十二相や神通力などが獲得できると説き,布 施を勧める.
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様々な宗教的勢力が存在 している状況のなかで,彼 は在俗者の宗教心を汲み取 り

ながら,仏 教教団の勢力拡大を意図したのである.

・在家菩薩に対 してはブッタに代わるものとして仏塔を供養 ・崇拝することを説

いた.仏 塔が彼 らの成仏への意欲を促す機能を持っていると考 えていた.

・『ラ トナーヴァリー』第五章に示されるようにナーガールジュナの成仏道は 「出

家受戒 し,煩 悩を滅除し,29)十地を経て,仏 地に至 る」ことである.こ の過程に

おいて仏塔供養は初地で行う十法の一つに過 きず,作 仏に直結 しているものでは

ない.

要約すれば,ナ ーガールジュナは当時の仏塔信仰のいわば雑多なあ り方30)を整

理して,彼 が宣揚 しようとする大乗仏教の中で一定の地位 と機能 を与えた.縁 起

説や無我思想の 「正当性」を論拠 として仏塔崇拝を否定するような記述は見 られ

ないのである.
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るもの,3.従 来 の仏塔信 仰 を説 くことをやめて真 の仏塔 とは何 かを問お う としてい る

もの,と い う三種 に分 けてい る.静 谷,前 掲書(注14),213頁 参 照.

<キ ー ワー ド>ナ ーガ ー ル ジ ュ ナ,仏 塔 『ラ トナ ー ヴ ァ リー 』,『菩 提 資 糧 論 』,『十 住 毘

婆 沙論 』

(神 戸 女 子 大 学 瀬 戸 短 期 大 学 教 授,Dr.Phil.Bonn)
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